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５．その他関連計画との連携について 

５-１ 久留米市都市計画マスタープラン 

本市の都市づくり全般に関わる基本計画である「久留米市都市計画マスタープラン」で

は、「水と緑の人間都市」を基本理念として、４つの“都市づくりの目標”を定めています。 

地域公共交通においても、これらを目標とした取り組みを推進し、地域が目指す将来像

の実現に寄与していくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【都市づくりの基本理念】 

水と緑の人間都市 

【目指す都市の姿】 

①誇りがもてる美しい都市 久留米 

②市民一人ひとりが輝く都市 久留米 

③活力あふれる中核都市 久留米 

【都市づくりの目標】 

目標① 安全・安心な暮らしを支えるコンパクトな都市づくり 

○多様な機能がコンパクトにまとまった、まちなか居住の推進 
○鉄道駅などの交通拠点を中心に交通サービスを享受する沿線居住の推進 
○平時及び災害発生時にも円滑にサポートできる安全・安心な都市基盤の形成 
○市民や様々な団体との協働による、セーフコミュニティの仕組みの活用 

目標② 地域特性を活かした土地利用による魅力あふれる都市づくり 

○産業や自然環境、居住環境等の各地域の特性が活かされる適切な土地利用 

○各地域の生活拠点や集落においても、地区特性に応じた居住環境の創出 

○中心拠点と各地域の生活拠点を結ぶ道路や公共交通による交通ネットワークの形成 

目標③ 水と緑に恵まれた環境と共生する都市づくり 

○環境負荷の少ない鉄道、バス等の公共交通機関や自転車等の利用促進 

○自然的資源の保全や都市内の緑化など、本市の魅力や個性を高める景観づくり 

目標④ 人、物、情報が行き交う活力ある都市づくり 

○生活・産業・観光などにおける市内外の交流の拡大 

○中核市として、人、物、情報が行き交う元気な都市づくり 
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５-２ 久留米市都市交通マスタープラン 

本市の総合的な都市交通施策の指針として策定した「久留米市都市交通マスタープラン」

では、「都市活力の向上」、「安全・安心な暮らしの実現」の視点により、都市交通の２つの

基本目標を定め、これらを実現していくための基本方針を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１ 市域内外の連携を支える地域公共交通網を形成します 

市域内外の移動を支える鉄道や幹線バスの機能向上を図るとともに、多

様な交通サービスとの連携の強化や、市内外から中心拠点へのアクセス向

上を図り、他都市や市内各拠点との連携・交流を促進する地域公共交通網

を構築します。 

基本方針２ 

中心拠点における公共交通のさらなる充実を図ることにより、快適で利

便性の高い地域公共交通環境を構築します。 

基本方針３ 地域資源を活かした観光振興を支援する地域公共交通環
境を形成します 

観光との連携を強化することにより、地域活性化に寄与する地域公共交

通環境を構築します。 
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「都
市
の
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」の
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基本方針４ 多様なニーズに見合った生活交通を充実していきます 

交通需要や交通特性を考慮しながら、誰もが安心して暮らせる生活に必

要な公共交通を確保します。 

基本方針６  

自家用車中心の生活を見直し、公共交通等の環境負荷が小さい移動手段

の利用促進に向けて、交通施設の整備や意識啓発活動を実施していきます。 

基本方針７ 公共交通利用者の維持・拡大を図ります 

将来にわたって市民の安全・安心な暮らしを支え続ける持続可能な地域

公共交通体系の構築に向けて、公共交通利用者の減少に歯止めをかけ、維

持・拡大を図る取り組みを実施していきます。 

基本方針５ 誰にとっても安全な地域公共交通環境を整えていきます 

高齢者や障害者、外国人等の移動が困難な人にとっても、日常生活にお

いて安全・円滑に移動できる地域公共交通環境を構築します。 
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５-３ 久留米市立地適正化計画 

久留米市立地適正化計画では、久留米市都市計画マスタープランで掲げた将来都市像「コ

ンパクトな拠点市街地の形成と拠点をネットワークする都市構造」を実現化するための方

策として、都市機能誘導区域と居住誘導区域を設定し、都市機能誘導区域内への各種生活

サービス施設の維持・誘導、居住誘導区域内の一定の人口密度の確保、また、各区域間を

相互に結ぶ公共交通ネットワークを確保していくこととしています。 

この公共交通ネットワークは、基幹公共交通網、広域幹線バス網を対象としており、特

に路線バスについては運行頻度片道30本/日以上のサービス水準を有するバス停をもって

居住誘導区域の設定を行っているため、このサービス水準を今後も確保していくことが必

要です。 

また、各地域生活拠点においては、鉄道駅における交通結節機能の強化などの公共交通

を利用しやすい環境づくりを進めていきます。 

 

 

▼居住誘導区域の区域設定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲立地適正化計画と地域公共交通網形成計画との連携イメージ 

公共交通沿線へ 
居住の誘導 

各拠点間の連携や広域的な
移動を担う公共交通 

中心拠点内の移動
を担う公共交通 

地域生活拠点へのアク
セスを担う公共交通 

各拠点エリアへの 
都市機能の誘導 
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６．久留米市地域公共交通会議について 

久留米市地域公共交通会議は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づいて

設置された法定協議会です。 

当会議は交通事業者、道路管理者、学識経験者、市民、行政など地域公共交通の活性化及

び再生にあたって幅広く関係する団体の代表で構成されており、『第 2 期久留米市地域公共交

通網形成計画』は当会議による協議を経て策定されたものです。 

 

▼久留米市地域公共交通会議委員の構成 

所  属 職  名 備  考 

久留米市 副市長 会  長 

西鉄バス久留米株式会社 常務取締役営業本部長  

堀川バス株式会社 取締役統括部長  

株式会社甘木観光バス 代表取締役社長  

九州旅客鉄道株式会社久留米鉄道事業部 部長  

西日本鉄道株式会社鉄道事業本部営業企画部 計画課長  

一般社団法人福岡県バス協会 専務理事  

福岡県筑後地区タクシー協会 会長  

久留米市タクシー協会 会長  

久留米市校区まちづくり連絡協議会 会長  

久留米男女共同参画推進ネットワーク 事務局長  

ＮＰＯ法人ル･バトー 理事  

ＮＰＯ法人高齢者快適生活つくり研究会 代表理事  

子育て支援団体 もーりえ 会員  

国土交通省九州運輸局福岡運輸支局 支局長  

西鉄グループバス労働組合 福岡本部執行委員長  

国土交通省福岡国道事務所 計画課長  

福岡県県土整備部久留米県土整備事務所 地域整備主幹  

久留米市都市建設部 部長  

久留米警察署 交通第一課長  

うきは警察署 交通課長  

福岡大学工学部  教授 副会長 

大分大学経済学部 教授  

福岡県企画・地域振興部交通政策課 係長  

久留米商工会議所中小企業相談所地域振興課 職員  

久留米市身体障害者福祉協会 役員  

城島地域生活交通検討会 座長  

城島地域生活交通検討会 副座長  

北野地域生活交通検討会 座長  

北野地域生活交通検討会 委員  

国土交通省九州運輸局交通政策部交通企画課 課長 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

(令和 2年 3月時点) 


